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研究成果の概要： 
本研究領域は、真核細胞の遺伝情報を保持し、発現させる基本構造体である細胞核を研究対

象とし、その機能を構造構築のダイナミクスに立脚して統合的に理解することを目的としてい

る。このため、本総括班では、領域内での研究の有機的な融合のため、定期的に開催する班会

議を最も重要視し、班会議での発表、討論に基づいて、内部評価を厳密に行なうとともに、活

発な意見交換、情報交換を促すことにより、各研究者が相互に影響を及ぼし合い、学際的な相

互交流が進展することを目指している。この目的に沿って、領域班会議を５回にわたって開催

し、計画班・公募班を問わず、班員すべてが研究成果や計画を発表し、他の班員、総括班評価

担当委員からの評価を受けた。また、総括班会議を８回にわたって開催し、主として本研究領

域の活動をどのように総括し、次のステップにつなげていくかについて話し合ってきた。一方、

本特定領域のキーワードの１つである「可視化」技術は、日進月歩で開発が進んでおり、それ

らの技術を用いたデータが蓄積してきているため、本研究領域独自のデータベース作成を行っ

た。また、ホームページ、ニュースレターを通して情報発信に努めた。また、国際シンポジウ

ムを３回、公開シンポジウムを２回主催し、国内外への情報発信と情報交換を行った。これら

以外にも、技術講習会支援、ワークショップ等の後援など、積極的に本研究分野全体の発展に

努めた。 
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１．研究開始当初の背景 
(1) 研究開始当初は、遺伝子の転写、DNA複

製、修復、組換え、RNA プロセシングなど、

核内の個々の事象に関する研究が精力的に

行われていた。生化学、分子生物学、遺伝学

的手法を使った研究により、個々の生命機能

の素過程に関与する生体因子が多数発見さ

れ、その分子基盤、分子メカニズムが解析さ

れてきていた。しかし、これらの研究の多く

は試験管内の反応に基づいており、実際に、

核という機能発現の場で、個々の反応が時間

的・空間的にどのように制御されているかに

関しては、その重要性に反して、ほとんど研

究されていなかった。 

(2) 様々な生物のゲノム塩基配列が解明さ

れ、タンパク質をコードする遺伝子が網羅的

に分かり、このようなゲノム情報から、新規

の核タンパク質の存在と機能が推定・検索さ

れ得るようになってきた。それに加えて、プ

ロテオミクス技術の開発により、核小体など、

核内の様々な構造体のタンパク質構成が包

括的に理解されるようになってきた。このよ

うな状況の中で、種々の蛍光タンパク質の開

発や分子イメージング技術が大きな発展を

見せ、生きた細胞内での分子動態の１分子解

析や分子間結合の可視化も可能となってき

た。蛍光タンパク質と融合した目的タンパク

質を細胞内に発現させることにより、生きた

細胞で動的な挙動が解析できるようになっ

た。このように蓄積されてきたゲノム情報を

下敷きに、生化学的・分子細胞生物学的・分

子遺伝学的解析手法と分子イメージング技

術を組み合わせることにより、個々のタンパ

ク質の動態を、細胞という３次元構造の中に

時間を追ってマップすることが可能となっ

てきた。 

 
２．研究の目的 

真核細胞は細胞核を獲得することにより、

核を持たない原核細胞に比べはるかに多い

遺伝情報を確実に保持伝達し、多様な細胞機

能を発揮することが可能となり、高次機能を

有する高等多細胞生物をも生み出すに至っ

た。本領域は、真核細胞の遺伝情報を保持し、

発現させる基本構造体である細胞核を研究

対象とし、その機能を構造構築のダイナミク

スに立脚して統合的に理解することを目的

とする。 

 
３．研究の方法 
(1)「細胞核」と「機能的アーキテクチャーの

可視化」をキーワードに、研究班全体として

多角的に研究が推進できるようなメンバーを

配置し、互いの知見や技術などをいち早く有

機的に共有することにより、これまでに類の

ない新しい研究領域を創成する。 

(2)細胞核の構築と機能に関する研究は、細胞

の増殖・分化、個体の発生や老化はもちろん、

環境応答や進化の問題にまで影響を及ぼす学

際的領域となることが期待されることから、

境界領域の研究者を含め、様々な角度から独

自のアプローチで核機能解析に挑戦しようと

する若手研究者育成を目指した公募研究を設

け、可視化技術の画期的革新を期待できるよ

うな発想の研究も大いに取り込んでいく。 

(3)総括班には、領域代表者と複数の計画研究

代表者、研究分担者が参加するとともに、関

連分野で既に傑出した業績を持つ研究者を加

え、本領域進展のための評価、助言が適切に

行なわれる体制を整える。総括班では、定期

的に開催する班会議を最も重要視し、班会議

での発表、討論に基づいて、内部評価を厳密

に行なうとともに、活発な意見交換、情報交



換を促すことにより、各研究者が相互に影響

を及ぼし合うことで、学際的な相互交流を進

展させる。 

(4)本特定領域のキーワードの１つである「可

視化」技術は、日進月歩で開発が進むことが

予想され、それらの技術を班員全体が共有で

きるような技術支援、情報交換が大切であり、

総括班は、最新技術のノウハウを集約する窓

口としての役割を果たす。 

(5)公開シンポジウムや研究会を定期的に開

催し、本領域の研究活動から得られた成果の

領域外の研究者への情報発信に努めるととも

に、領域外の研究者からの批評、助言などを

積極的に受け入れる。また、本領域のウェブ

サイトを設けて情報の発信と、可能なものに

ついては具体的な研究成果を公開し、班員相

互の連携を促進するとともに領域外の研究者

との交流を図る。 

 
４．研究成果 

(1) 班員相互の情報交換ならびに領域外研究

者への情報発信のため、ホームページ

http://www.nuclear-dynamics.jpを開設し、随時

更新を行ってきた。また、領域ニュースレタ

ー「Nuclear Dynamics」を毎年一巻を目途に発

行してきた。 

(2)研究成果の積極的な公表と国内外の研究

者との情報交換のため、以下の要領で国際シ

ンポジウムを開催した。 

“International Symposium on Ran and the Cell 

Cycle” 

日時：平成１７年１０月２日（日）～４日（火） 

場所：兵庫県淡路夢舞台国際会議場 

海外からの参加者７名を含む、１１１名の

研究者が参加した。参加者が執筆したミーテ

ィングレポートが複数の海外の一流国際誌

（Traffic誌, Developmental Cell誌）に掲載さ

れたことからもわかるように、本シンポジウ

ムは国内外から注目を浴び、国際的情報発信

という目的は十分に達成できた。また、参加

者間の意見交換が活発に行われ、いくつかの

共同研究も始まったことからも、本シンポジ

ウムを実施した効果は非常に大きかった。 

“International Symposium on Functional 

Organization of the Nucleus” 

日時：平成１９年１月９日～１１日 

場所：兵庫県淡路夢舞台国際会議場 

 海外からの参加者１４名を含む、１３１名

の研究者が参加した。ミーティングレポート

が参加者によって執筆され、Developmental 

Cell誌に掲載され、大きな反響が得られた。 

“International Symposium on Chromosome 

Dynamics in Ise” 

日時：平成２０年５月２８日～３０日 

場所：三重県ホテル近鉄アクアヴィラ会議場 

 特定領域「染色体サイクル」と合同で開催

し、海外からの参加者１１名を含む、１００

名が参加した。２つの特定領域の班員が集結

することにより、研究者間の新しい交流が始

まるなど、活気のある国際シンポジウムとな

った。 

(3)研究活動の積極的な公開と異分野交流

を目指して、２つの特定領域研究班が合同

で公開シンポジムを以下の要領で開催した。 

「細胞内のダイナミックネットワーク：前

進するオルガネラ研究」 

日時：平成１８年６月２日（金） 

会場：千里ライフサイエンスセンター サイ

エンスホール（大阪府、 豊中市） 

「クロマチンシグナリングの分子機構」 

日時：平成２０年１月８日（火） 

場所：東京ステーションコンファレンス 

(4) 本特定領域の研究代表者 原口、木村、

金城、研究分担者 平岡の４名が主な講師と

なって、イメージング技術講習会を開催し、

領域内外の研究者に対するイメージング技術

の普及に努めた。 



①第３回細胞生物学ワークショップ (独)

情報通信研究機構 関西先端研究センター 

平成１６年８月９日～１４日 参加者３３

名 

②第４回細胞生物学ワークショップ 北海

道大学 創成科学研究機構 平成１６年１

１月１５日～２０日 参加者２０名 

③第５回細胞生物学ワークショップ (独)

情報通信研究機構 関西先端研究センター 

平成１７年８月２２日～２７日 参加者３

０名 

④第６回細胞生物学ワークショップ 北海

道大学 創成科学研究機構 平成１８年１

月１５日～２０日 参加者２０名 

⑤第７回細胞生物学ワークショップ (独)

情報通信研究機構 関西先端研究センター 

平成１８年８月７日～１２日 参加者３０

名 

⑥第８回細胞生物学ワークショップ 北海

道大学 電子科学研究所 平成１９年１月

２１日～２６日 参加者２０名 

⑦第９回細胞生物学ワークショップ （独）

情報通信研究機構 未来ICT研究センター 

平成１９年１０月２２日～２７日 参加者

２２名 

⑧第１０回細胞生物学ワークショップ 北

海道大学 電子科学研究所 平成２０年１

月２８日～２月２日 参加者２０名 

(5)平成１７年１月２７日～２９日に仙台で

開催された第２２回染色体ワークショップ、

平成１８年１月２６日～２８日に広島で開催

された第２３回染色体ワークショップ、平成

１９年１月３１日～２月２日に唐津で開催さ

れた第２４回染色体ワークショップ、平成２

０年１月３０日～２月１日に湯河原で開催さ

れた第２５回染色体ワークショップ、平成２

１年１月２６日～２８日に神戸で開催された

第２６回染色体ワークショップを、また、平

成１７年６月１８日～２０日に箱根で開催さ

れた第５回細胞核ダイナミクス研究会、平成

１８年５月１７日～１９日に熊本で開催され

た第６回細胞核ダイナミクス研究会、平成１

９年９月２５日～２７日に札幌で開催された

第７回細胞核ダイナミクス研究会を後援し、

多くの班員が発表を行なった。 

 なお、各年度ごとの研究成果の概要は以下

の通りである。 

平成１６年度 

第１回総括班会議を７月２０日に大阪大

学で開催し、中長期的活動方針を決定すると

ともに、異分野からアドバイザーを選出し、

評価を受けることとした。さらに、第１回領

域班会議を１０月２１日、２２日に神戸の関

西先端研究センターで開催した。同会議では、

計画班員すべてが研究成果や今後の計画を

発表し、班員、総括班評価担当委員ならびに

アドバイザーからの評価を受けた。同時に、

第２回総括班会議も開催し、主として来年度

の活動計画について話し合った。また、本特

定領域のキーワードの１つである「可視化」

技術は、日進月歩で開発が進むことが予想さ

れ、それらの技術を班員全体が共有できるよ

うな技術支援、情報交換が大切であり、総括

班は、最新技術のノウハウを集約する窓口と

しての役割を果たすよう努めることを目的

として、１２月に、研究領域のホームページ

を立ち上げた。また、ほぼ同時期にニュース

レターを発行し、班員はもとより、関係する

多くの研究者に郵送し、領域外研究者への情

報発信にも努めた。 

平成１７年度 

１０月２日～４日に、本総括班が主催する国

際会議「細胞核機能の分子スイッチ Ranと細

胞周期」を淡路夢舞台国際会議場で開催し、

国内外の第一線の研究者を招聘して活発な

発表、討論を行なった。また、第２回領域班



会議を１１月７日～９日に京都ガーデンパ

レスで開催した。同会議では、公募班員を含

むすべての班員が研究成果や今後の計画を

発表し、班員、総括班評価担当委員ならびに

アドバイザーからの評価を受けた。同時に、

第３回総括班会議も開催し、主として次年度

の活動計画について話し合った。また、様々

な最先端技術を班員全体が共有できるよう

な技術支援、情報交換を可能にする目的で１

２月に立ち上げた研究領域のホームページ

の更新を随時行い、アクセス数も順調に伸び

てきていることを確認した。また、１２月に

は、ニュースレター第３号を発行し、公募班

員の研究紹介など幅広い情報を掲載し、班員

はもとより、関係する多くの研究者に郵送し

て、領域外研究者への情報発信にも努めた。

さらに、第５回細胞核ダイナミクス研究会、

第２３回染色体ワークショップを後援する

ことにより、本領域の幅広い発展に努めた。 

平成１８年度 

第３回領域班会議を７月２４日～２６日

にホテル阪急エキスポパークで開催した。同

会議では、公募班員を含むすべての班員が研

究成果や今後の計画を発表し、班員、総括班

評価担当委員ならびにアドバイザーからの

評価を受けた。同時に、総括班会議も開催し、

主として今後の活動方針について話し合っ

た。また、１月８日～１１日に、本総括班が

主催する国際シンポジウム ”Functional 

Organization of the Nucleus”を淡路夢舞台

国際会議場で開催し、１５名の海外からの招

待者を含む、国内外の第一線の研究者が参加

して活発な発表、討論を行なった。また、様々

な最先端技術を班員全体が共有できるよう

な技術支援、情報交換を可能にする目的で立

ち上げた研究領域のホームページの更新を

随時行った。また、中間評価結果に基づく追

加配分を取得できたので、それを利用して、

これまでの本特定領域の班員が得てきた膨

大な遺伝子、タンパク質の情報やイメージン

グ情報などをデータベース化し、本特定領域

の研究者はもとより、国内外の研究者が利用

可能にするプロジェクトに着手した。さらに、

１月に開催された第２４回染色体ワークシ

ョップを後援することにより、本領域の幅広

い発展に努めた。 

平成１９年度 

第４回領域班会議を７月１日～３日に新

潟県越後湯沢ナスパニューオータニで開催

した。同会議では、班員すべてが研究成果や

今後の計画を発表し、班員、総括班評価担当

委員ならびにアドバイザーからの評価を受

けた。同時に、７月２日に、第７回総括班会

議も開催し、主として次年度の活動計画につ

いて話し合った。また、本特定領域のキーワ

ードの１つである「可視化」技術を用いたデ

ータが蓄積してきているので、データベース

作成に着手し、骨格となる部分を完成させた。

また、ホームページを全面的に刷新するとと

もに、１０月にニュースレターVol. 4を刊行

し、班員間の情報交換に務めるとともに、班

員外への情報発信を行った。１月には、東京

ステーションコンファレンスにおいて、特定

領域研究「遺伝情報デコード」との合同公開

シンポジウム「クロマチンシグナリングの分

子機構」を開催し、異分野融合に向けた取組

を行うとともに、一般情報公開を進めた。一

方、第７回細胞核ダイナミクス研究会、第２

５回染色体ワークショップを後援した。 

平成２０年度 

 第５回領域班会議を１０月２７日～２９

日の３日間、京都ガーデンパレスで開催した。

同会議では、計画班・公募班を問わず、班員

すべてが研究成果や今後の計画を発表し、他

の班員、総括班評価担当委員からの評価を受

けた。同時に、１０月２６日に、第８回総括



班会議を開催し、主として本研究領域の活動

をどのように総括し、次のステップにつなげ

ていくかについて話し合った。一方、本特定

領域のキーワードの１つである「可視化」技

術を駆使したデータがさらに蓄積してきて

いるため、昨年度から着手した、本研究領域

独自のデータベースのさらなるバージョン

アップを図った。また、ホームページを随時

更新するとともに、３月にニュースレターVol. 

５を刊行し、班員間の情報交換に努めるとと

もに、本研究領域の総括を行った。また、第

２６回染色体ワークショップを後援した。 
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